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1　は　じ　め　に

本県のアスパラガス栽培は，半促成・普通栽培が中心で

あり，消費量の増加や，転作作物としても導入されている

ことから，栽培面鏡は，昭和55年度33Sh8が昭和60年度に

は，約2倍の54日〃に増加している。しかし，収量につい

ては，県平均で昭和55年度453庵／10βが，昭和60年度には，

417吻／10dと伸び悩んでいるのが現状である。

そこで，これらの原因を把握するため，県内におけるア

スパラガス栽培畑土壌の土壌型並びに土壌養分の実態と収

量との関係を調査検討している。本報では，本県の作付面

責1市町村別調査地点及び土壌の種類

積の8割以上を占める会津地方の調査結果を報告する0

2　調査の方法

会津地方において，アスパラガスを栽培している圃場で

代表的な土壌型について，次のような方法で実態調査を行

った。

川調査時期　昭和61年6月4日～6日

（2）調査地点　主に5年生以上の畑，計38点（表1）

榊調査の方法

1）土壌管理の実態：アンケートによる調査

2）土壌断面調査：株から30印離れたところを15cm毎

市町村名 地点数 土　　 壌　　 型　　 別　　 地　　 点　　 数

田　 島　 町 9 黒ポク土…5 細 ヰ 粗拉灰色低地土 ・・1 礫質 灰色低地土 ・・1 細粒褐色森林土…1 礫質褐色森林土… 1

北 会 津 村 10 細 ・中粗粒灰色低地土… 5　礫質灰色低地土… 5

柳　 津　 村 2 黒ポ ク土・・・2

熱塩加納村 5 黒 ポク土・・・5

喜 多 方 市 5 黒 ポク土 ・・1 細粒褐色森林土日・4

坂　 下　 町 7 黒 ポク土… 2　細 ヰ 粗粒灰色低地土… 1 細粒褐色森林土… 3　 中粗粒褐色森林土… 1

計 38
黒 ポク土日 15　細 ・中粗拉灰色低地土 ‥7　 礫質灰色低地土 ・・6

細粒褐色森林土… ＄　 中粗拉褐色森林土… 1 礫質褐色森林土‥・1

に60C瓜の深さまで採土

8）土壌型別土壌の理化学性：土壌環境基礎調査にお

ける土壌，水質及び作物体分析法にしたがって分析した。

41収量：アンケート及び聞き取りによる調査

3　■内査結果及び考察

調査の結果，主に，黒ポク土壌，細ヰ粗拉灰色低地土，

細粒褐色森林土，礫質灰色低地土と四つの土壌型に分類す

ることができた。

川土壌型別の理化学性（表2）

各土壌型別の理化学性については，次のとおりであり，

診断の基準は，本県の野菜畑土壌の診断基準値に従った。

1）黒ポク土は全孔隙量が多く，石灰・苦土・加里・可給

態リン酸などの養分状態も良好である。

2）細粒褐色森林土は，作土層の養分状態は良いが，根の

張る2層以下の石灰・可給態リン酸含量が少なかった。

引細・中粗粒灰色低地土は，2層以下のち密度が高く，

根の伸長が阻害されるなど物理的な不良が認められた。ま

た，作土層の石灰含量が低かった。

4）礫質灰色低地土は，pHが低く，保肥力も小さいうえ

に，石灰・苦土含量も低い。更に，下層には礫層があり，

根の伸長が制限されるためか，収量も低かった。

（2）土壌型と収量（図1）

各土壌型の平均収量をみると，黒ボク土が630吻／10〃

と最も高く，次いで，細・中粗拉灰色低地土，細粒褐色森

林土，礫質灰色低地土の順であった。

っぎに，各土壌型の収臭の水準をみると，黒ボク土は，

500～600毎／10β，細粒褐色森林土が400～500吻／10ク，

細・中粗粒灰色低地土が300～400吻／10クで，礫質灰色低

地土は400吻／10♂付近であり，5pO晦／10α以上の収量を

あげた圃場はなかった。

また，同じ土壌型であっても農家により大きな収量差が
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蓑2　各土壌型の理化学性及び収崖（平均値）

層 位
ち密 度

（澗m ）

全 孔 隙

（％）

腐 植

（％）

p H
C E C

置 換 性 塩 基 （将 ／1 0 0 ） 塩　 基 可 給 態

リ ン 酸

（呼 ／10 0 ）

リ ン酸
収　 量

H 20 K C l （m e ／10 （》 C a O M g O K 2 0 飽 和 度

（％）

吸 収

係 数
（吻 ／1 0 〃）

黒　 ポ ク　 土

1 18 6 2 ．3 5 ．8 6 ．2 5 ．1 28 ．1 4 70 7 7 6 0 7 5 1 3 6 ．5 99 4

6 3 02 19 6 4 ．3 5 ．5 6 ．0 4 ．7 2 5．1 3 5 9 6 1 38 5 7 4 0 ．3 1 0 3 6

3 2 1 5 9 ．3 3 ．6 5 ．9 4 ．5 26 ．6 3 9 9 6 9 33 5 9 3 2 ．4 1 10 3

4 20 6 1．8 2 ．9 5 ．8 4 ．4 2 3．7 3 8 8 6 5 36 5 8 2 1．3 10 3 0

褐 色 森 林 土
1 1 8 5 6 ．5 1．9 6 ．2 5 ．3 1 3 ．5 2 3 5 5 6 5 3 8 4 12 6 ．1 6 2 0

4 6 02 1 8 58 ．3 1．6 6 ．1 5 ．0 1 2 ．8 18 2 4 6 3 1 7 4 3 5 ．1 7 0 1

細　　　 粒 3 19 56 ．2 1．4 5 ．7 4 ．4 13 ．8 15 5 4 5 2 5 59 1 1．2 74 3

4 2 3 63 ．5 2．0 5 ．8 4 ．4 15 ．1 13 9 3 8 1 9 49 9 ．6 79 8

灰 色 低 地 土
1 19 57 ．1 2 ．0 5 ．7 4 ．5 1 1．5 18 1 3 0 4 も 74 5 5．2 4 17

4 7 02 2 2 50 ．6 1 ．8 6 ．2 4 ．8 1 1．5 2 13 34 3 1 8 3 5 1．5 4 4 1

経醗 立・中 粗 拉 3 2 2 5 2．8 1 ．3 6 ．2 4 ．7 10 ．5 20 0 3 1 2 2 7 7 20 ．5 4 6 3

4 22 5 2．7 1 ．4 6 ．1 4 ．7 1 2．3 20 6 3 1 19 7 4 1 9 ．2 5 4 8

灰 色 低 地 土
1 17 5 3 ．3 2 ．7 5．7 4 ．7 1 1 ．7 16 7 3 0 5 1 7 5 8 5 ．9 4 1 5

4 402 19 5 5 ．0 2 ．2 5 ．6 4 ．5 1 0 ．6 1 2 7 2 5 3 8 6 4 6 0 ．0 4 1 0

礫　　　 質 3

4

23 5 3 ．7 1．4 5 ．7 4 ．4 9 ．7 1 1 6 2 0 26 6 0 2 0 ．0 4 6 0

注．1層（0～15cm）2層（15～30）3層（30～45）4層（45～60）。可給態リン酸一取uog法

みられる。このことは，土壌条件が類似していても，各農

家の肥培管理の差によるものと考えられる。特に，黒ボク

土は，最も高い収量性を示したが，収量のばらつきも大き

かった。

（3川巴培管理と収量（表3）

肥培管理と収量の関係を黒ボク土を例にみたのが，表3

200、　300、　400－　　500、

収　　　　　G：（匝／10a）

図1　土壌型と収量性

表3　黒ポク土壌における多収・低収畑の
肥培管理の例

L
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収 量 宝 輪喝 の fi 織 物 の
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施 肥 成 分

うね 軸

一株間
鏑 省 虫

藁鋼
敵 栢
且偶
年歓

（桓 ′10■） 土壌 改良 施 用 状 況 N ：PlO b ：K 】0 （亡■） 十．‾ ＋，－ （yeaり

低

耽

A 37 4 な　 し

偏わ ら＋ もみ か ら

堆肥

1000旬／ 10 0

2 9 ：3ユ　ニ　25 1 20 －30 ヨトウムシ

纂 枯

7

8
トレンナ ▼ 紹わ ら堆肥

26　二　川 ：21
±

士 b
刷　 40 く招 繍 lZO O噌 ／10 。 1 0 一卸 ・ 繁紋羽

多

収

A 957
ス ⊃ 7 7’

30 tコα 桝

指 わ ら堆肥

iOOO 旬／ 10tl

けい ふん

225 喝／ 10fl

59 ：44 ：22

l

18 0 －25 2 2

B L 8 03
l

パ フクホ 一

別〉 ■頗 耕

牛ふ ん ＋稲わ ら

3000 旬／ 10‘J
50 ：31 こ　34 1 80 －30 － も

C
】

831 芯 ㌫ 編わ ら嶋 だ

250 0と少／ 10 8
l 9 3 ：17 ：98 1 60 －21 24

である。収量500吻／10〃以下の低収の農家と，800んか／10〟

以上の多収の農家のそれぞれの肥培管理の違いから，多収

の要因としては次のようなことが言える。

0定植時の土壌改良（深耕）を行う。

0有機物・化学肥料の多施用。

0薬剤散布たよる病害虫の防除を行う。

4　ま　　と　　め

会津地方におけるアスパラガス栽培畑の土壌型，土壌養

分と収量，肥培管理を調査し，次の点を明らかにした。

①土壌型と収量　黒ポク土で最も高く，次いで，細・中

粗粒褐色森林土，礫質灰色低地土の順であったが，果ポク

土の高収量は，透水性の良さや高い全孔隙率など，特に，

物理的な要因が大きいと思われる。

②土壌理化学性と収量下層に砂礫層や高いち密度の層

があるといった根の伸長を阻げる物理的な要因のないこと

や，2層以下の土壌養分の肥沃化が高い収量に結びついて

いた。

③肥培管理と収量　定植時の土壌改良や，有機物の多施

用，病害虫の防除などの管理の良い圃場が，高い収量を示

していた。

これらのことから，アスパラガスの収量は，土壌の物理

性並びに化学性の及ぼす影響が大きく，なかでも下層土の

重要性が認められた。このため，条件の悪い土掛こ栽植す

る場合には，土壌改良が前提となる。

また，永年性作物であり，長期間，安定した生育と多収

をあげるためには，日常的な肥培管理も重要であると考え

られた。
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